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飛鳥時代プリント 名前

問1 奈良の法隆寺が建立された時期に、聖徳太子が主導して進めた政治改革についての記述です。家柄に縛られた従来の政治を改め、実力ある人物
を登用するために制定された制度を次から選びなさい。 （2016年 千葉県公立入試 類似）

1. 大宝律令 2. 冠位十二階 3. 班田収授法 4. 十七条の憲法

問2 7世紀後半、日本が白村江の戦いで唐・新羅の連合軍に敗れた後、九州北部の防衛を強化するために大宰府の北西に築かれた、全長約1.2kmに及
ぶ巨大な土塁と堤防からなる防衛施設を何といいますか。 （2024年 北海道公立入試 類似）

1. 多賀城 2. 壇ノ浦 3. 大仙古墳 4. 水城

問3 大化の改新の後に出されたとされる詔（みことのり）では、それまで各地の豪族が私有していた土地や人民を廃止し、すべてを朝廷が直接支配
するという方針が示されました。この律令国家の根本となる原則を何といいますか。 （2023年 島根県公立入試 類似）

1. 公地公民 2. 墾田永年私財法 3. 総領制 4. 班田収授法

問4 645年に始まった政治改革の資料において、中大兄皇子や中臣鎌足が蘇我氏を打倒し、新たな政治体制を築こうとする記述が見られます。この一
連の改革によって日本で初めて元号が導入された背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2019年 熊本県公立入試 類似）

1. 蘇我氏が代々使用してきた独自の
暦を廃止し、仏教の教えに基づいた
新しい時間管理を行うため。

2. 天皇が国の主権者として時間を支
配することを示し、中央集権国家の
威信を内外に宣言するため。

3. 有力な豪族たちが交代で元号を決
める権利を持つことで、貴族政治の
安定を図るため。

4. 中国の唐に対して完全な服従を誓
い、唐と同じ元号を使用することで
安全保障を得るため。

問5 7世紀後半、天武天皇の時代に鋳造されたとされる日本最古の銅銭の名称を次の中から選びなさい。かつては708年に発行された和同開珎が最古
とされていましたが、飛鳥池遺跡の発掘調査などにより、この貨幣の存在が改めて注目されました。 （2023年 佐賀県公立入試 類似）

1. 皇朝十二銭 2. 無文銀銭 3. 富本銭 4. 和同開珎

問6 飛鳥文化が栄えた時代の歴史的な出来事について述べた文として、最も適切なものはどれですか。 （2019年 滋賀県公立入試 類似）

1. 聖武天皇が国ごとに国分寺を建て
、奈良に東大寺の大仏を造立させた
。

2. 鑑真が来日して唐招提寺を建立し
、仏教の正しい戒律が日本に伝えら
れた。

3. 空海や最澄が唐から新しい仏教を
伝え、比叡山や高野山に寺院が開か
れた。

4. 西暦607年に小野妹子が遣隋使と
して派遣され、大陸の優れた制度や
文化が持ち込まれた。

問7 7世紀後半に起こった壬申の乱について、その出来事の背景や結果を説明した文として最も適切なものはどれか。 （2017年 高知県公立入試 類似）

1. 天皇を退位したあとも政治の実権
を握ろうとした白河上皇が、藤原氏
の摂関政治を抑えるために院政を開
始した。

2. 天智天皇の後継者をめぐって起こ
り、勝利した大海人皇子が天武天皇
となって天皇中心の国づくりを進め
た。

3. 仏教勢力の影響を排除し、政治を
立て直すために、桓武天皇が都を平
城京から平安京へと移した。

4. 地方武士の不満が高まったことで
発生し、平将門が関東で自ら「新皇
」を名乗って朝廷に反旗を翻した。

問8 7世紀中ごろ、中大兄皇子と中臣鎌足が蘇我氏を倒して始めた政治改革（大化の改新）ののち、即位して天智天皇となった彼の事績について述べ
た文として、最も適切なものはどれですか。 （2018年 埼玉県公立入試 類似）

1. 壬申の乱で大友皇子を破って即位
し、強力な権力を持って飛鳥浄御原
宮で新しい政治の仕組みを整えた。

2. 唐や新羅による侵攻に備えて、西
日本の要所に山城を築き、内陸の大
津宮に都を移したほか、日本初の全
国的な戸籍を作成した。

3. 聖徳太子の摂政として冠位十二階
や十七条の憲法を制定し、仏教を厚
く保護して法隆寺などの寺院を建立
した。

4. 天武天皇のあとを継ぎ、律令国家
の完成を目指して平城京に都を移し
、和同開珎などの貨幣を鋳造させた
。

問9 日本の税の歴史をたどる資料において、その出発点として紹介されるのが701年に完成した「大宝律令」です。この法令によって定められた、都
での労役の代わりの布を納める「庸」や、各地の特産物を納める「調」といった税制度について述べた文として、正しいものはどれですか。
（2020年 山口県公立入試 類似）

1. 特産物などを都まで運ぶ負担は、
税を納める農民自身が負うことにな
っていた

2. 税を納めるために都へ向かう際の
食料や旅費は、すべて国から支給さ
れていた

3. 「庸」は、収穫した稲の一定割合
を地方の役所に納めるものであった

4. 「調」は、土地の面積に応じて全
ての耕作者に一律で課せられる税で
あった

問10 飛鳥時代に建立され、現存する世界最古の木造建築物を含むことで知られる、奈良県にある寺院を次の中から選びなさい。 （2020年 静岡県公立入試

類似）

1. 唐招提寺 2. 法隆寺 3. 平等院 4. 東大寺

問11 6世紀における仏教の伝来経路とその背景について述べた文として、最も適切なものはどれですか。 （2023年 福井県公立入試 類似）

1. 東南アジアから海路を経て、直接
日本の九州地方へ仏教が伝えられた
。

2. 中国の隋から直接、遣隋使によっ
て初めて日本へ仏教の教えが持ち帰
られた。

3. 朝鮮半島にある百済の王から、公
式な外交の一環として仏像や経典が
送られた。

4. インドの僧侶がシルクロードを通
り、高句麗を経由せずに直接日本へ
来航した。

問12 小野妹子が中国の王朝である隋へ派遣された際、聖徳太子は「日出づる処の天子、書を日没する処の天子に致す…」という内容の国書を持たせ
ました。この記述から読み取れる、当時の日本が隋に対してどのような外交姿勢をとろうとしていたか、最も適切なものを選びなさい。 （2021年

三重県公立入試 類似）

1. 隋の文化を拒絶し、日本独自の鎖
国体制を築こうとする姿勢

2. 隋と対等な立場での国交を結び、
独自の地位を築こうとする姿勢

3. 隋の皇帝に対して臣下としての礼
を尽くし、称号を求める姿勢

4. 隋の皇帝に従属し、周辺諸国の支
配権を認めてもらう姿勢

問13 西暦による歴史の時代区分において、西暦601年から西暦700年までの100年間を指す名称として正しいものを選びなさい。 （2020年 神奈川県公立入試

類似）

1. 6世紀 2. 7世紀 3. 5世紀 4. 8世紀

問14 701年に制定された大宝律令によって確立された、当時の政治体制に関する説明として最も適切なものはどれですか。 （2020年 神奈川県公立入試 類似）

1. 武士の慣習を成文化したものであ
り、領地に関する争いを裁くための
基準を示した仕組み。

2. 徳政令を発布することで、借金に
苦しむ武士や民衆を救済し、社会の
安定を図る仕組み。

3. 天皇を頂点とする中央集権体制を
目指し、太政官が政策決定を行い、
全国を組織的に統治する仕組み。

4. 役人の心得として天皇への忠誠や
仏教を敬うことを説き、豪族たちの
団結を求めた仕組み
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答え合わせ・解説
問1 答え 2

冠位十二階
聖徳太子が活躍した飛鳥時代初期、法隆寺の建立と並行して様々な政治改革が行われました。
その中でも、氏姓制度のように家柄で役職が決まる仕組みではなく、個人の才能や功績によっ
て役人を取り立てる画期的な制度が「冠位十二階」です。これは、能力のある人材を確保し、
天皇を支える役人を育てる狙いがありました。

問2 答え 4
水城

663年の白村江の戦いで大敗した倭（日本）は、唐や新羅が日本列島へ侵攻してくることを強
く警戒しました。そのため、天智天皇（中大兄皇子）は九州北部の外交・軍事の拠点であった
大宰府を保護するため、福岡平野の最も狭まった場所に巨大な土塁を築き、その外側に水を貯
えた「水城」を建設して防衛線を整えました。

問3 答え 1
公地公民

大化の改新（645年）後の「改新の詔」において、第一条に掲げられた方針です。それまで豪
族が私有していた土地（田荘）や人民（部民）を廃止し、すべてを天皇・朝廷が所有・支配す
るものと定めました。これにより、豪族の勢力を抑え、天皇を中心とする中央集権国家の基礎
を築くことが図られました。

問4 答え 2
天皇が国の主権者として時間を支配すること
を示し、中央集権国家の威信を内外に宣言す
るため。

元号の制定は、単なる年数の数え方の変更ではなく、その土地を支配する君主が時間をも支配
するという「空間と時間の主権」を象徴する行為でした。大化の改新において中大兄皇子らが
日本初の元号「大化」を定めたのは、それまで力を持っていた蘇我氏などの有力豪族を抑え、
天皇を中心とした律令国家を形成しようとする強い政治的意志の表れです。

問5 答え 3
富本銭

奈良県の飛鳥池遺跡などで大量に出土したことにより、それまで最古の貨幣と考えられていた
和同開珎（708年発行）よりも古い683年頃に、天武天皇によってつくられたことが判明しま
した。表面には「富」と「本」の文字が記されています。当時の律令国家としての体制を整え
る一環として、また呪術的な目的も含めて鋳造されたと考えられています。

問6 答え 4
西暦607年に小野妹子が遣隋使として派遣さ
れ、大陸の優れた制度や文化が持ち込まれた
。

飛鳥文化の背景には、遣隋使の派遣によって中国（隋）の進んだ文化や仏教が直接導入された
ことがあります。鑑真や聖武天皇の事績は8世紀の奈良時代（天平文化）、空海や最澄の活動
は9世紀初めの平安時代（弘仁・貞観文化）の出来事であり、飛鳥文化とは時期が異なります
。

問7 答え 2
天智天皇の後継者をめぐって起こり、勝利し
た大海人皇子が天武天皇となって天皇中心の
国づくりを進めた。

壬申の乱は、大化の改新から続く律令国家形成の過程で発生した極めて重要な内乱です。勝利
した天武天皇は、それまでの豪族中心の政治から、天皇に権力を集中させる政治体制へと移行
させ、後の大宝律令の完成へとつながる基礎を固めました。他の選択肢は、8世紀末から11世
紀にかけての異なる時代の出来事です。

問8 答え 2
唐や新羅による侵攻に備えて、西日本の要所
に山城を築き、内陸の大津宮に都を移したほ
か、日本初の全国的な戸籍を作成した。

中大兄皇子（天智天皇）は、白村江の戦いで唐・新羅の連合軍に敗れた後、対外防衛を最優先
課題としました。そのため、博多湾を見下ろす大宰府に水城を、また西日本各地に朝鮮式山城
を築き、防人を配置しました。あわせて都を近江の大津宮へ移し、670年には日本初の全国的
な戸籍である「庚午年籍」を作成して、徴兵や徴税の基盤を整え、中央集権化を進めました。
他の選択肢は、聖徳太子、元明天皇、天武天皇の事績に関する記述です。

問9 答え 1
特産物などを都まで運ぶ負担は、税を納める
農民自身が負うことになっていた

大宝律令のもとで課せられた「庸」や「調」は、負担者自身が都まで運搬する義務（運脚）を
伴っており、農民にとって極めて重い負担となっていました。なお、収穫した稲を納めるのは
「租」であり、食料などの旅費も自己負担でした。

問1
0

答え 2
法隆寺

聖徳太子（厩戸王）によって建立されたと伝えられるこの寺院は、7世紀の建築様式を今に伝
える貴重な遺構です。1993年には、日本で初めての世界文化遺産の一つとして登録されまし
た。同時期に建立された他の寺院との違いとして、世界最古の木造建築が現存している点が最
大の特徴です。

問1
1

答え 3
朝鮮半島にある百済の王から、公式な外交の
一環として仏像や経典が送られた。

古代日本の仏教伝来は、朝鮮半島の百済を経由して行われました。これは単なる宗教の普及で
はなく、当時の東アジアの国際情勢の中で、百済が日本（倭）との同盟関係を維持・強化しよ
うとする政治的な目的も含まれていました。東南アジア経由やインドからの直接伝来は、この
時期の公式な伝来とは異なります。

問1
2

答え 2
隋と対等な立場での国交を結び、独自の地位
を築こうとする姿勢

聖徳太子は、当時の中国を中心とした国際秩序（冊封体制）に従うのではなく、日本を「日出
づる処」、隋を「日没する処」と表現し、双方の君主を「天子」と呼ぶことで、対等な立場で
外交を行おうとしました。これには、隋の力を背景にせずとも自立した国家であることを示す
意図がありました。

問1
3

答え 2
7世紀

歴史上の世紀の数え方は、1世紀を1年から100年までと定義します。これに従うと、601年か
ら700年までの期間は7番目の100年間となるため、7世紀と呼ばれます。西暦の百の位の数字
に1を足すと、その年が何世紀かがわかります。

問1
4

答え 3
天皇を頂点とする中央集権体制を目指し、太
政官が政策決定を行い、全国を組織的に統治
する仕組み。

大宝律令の制定により、天皇が国政の最高権威となり、そのもとで実務を担う太政官を中心と
した官僚機構が機能するようになりました。これは土地や人民を国家が直接支配する「公地公
民」の原則を法的に裏付けるものであり、戸籍の作成や公地を分け与える班田収授法、租・庸
・調などの税制と密接に関わっています。


